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〒370-3511 群馬県高崎市金古町 888-1
Tel 027-360-6300　Fax 027-360-6301
https://www.nippon-kinunosato.or.jp

開館時間  9：30～17：00
休  館  日　毎週火曜日、12/27（月）～1/2（日）、1/4（火）・5（水）　※1/3（月）は臨時開館
観  覧  料   一般：200円（160円）、大高生：100円（80円）、中学生以下無料
　　　　　　 ＊（  ）内は20名以上の団体料金
　　　　　 　 ＊身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方とその介護者１名無料

主催・会場　群馬県立日本絹の里
協　　  力　齋藤定夫（かすり工房さいとう） 〈ぐんま県民カレッジ連携講座〉
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※新型コロナウイルス感染症の発生状況により、開催日時や関連行事について変更になる場合があります。  
※ご来館の際は、マスクの着用・手指の消毒・検温など、感染症対策へのご協力をお願い致します。

群馬県立日本絹の里　特別展
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※約20分間隔で運行

染色・手織り・繭クラフト・和布細工の各種体験教室を開催しています。詳しくは当館ＨＰ、またはお問い合わせください。
日本絹の里ミュージアムショップのお問い合わせ：電話 027-377-0773

（2021年10月8日現在）

関越自動車道・・・前橋I.Cから車で約20分、伊香保温泉から車で約25分

ＪＲ群馬総社駅からタクシーで約15分(約6km)、ＪＲ新前橋駅(西口)からタクシーで約20分(約8km)

17：06 17：40

浜川町
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〒370-3511 群馬県高崎市金古町 888-1
TEL 027-360-6300　FAX 027-360-6301
https://www.nippon-kinunosato.or.jp
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伊勢崎絣 職人

　1943年、伊勢崎の機屋に
生まれる。14歳頃から家業を
手伝うようになり、23歳で織物
職人として独立。従来分業制
であった伊勢崎絣の生産工程
の全てを自ら行い、繊細な織
物の意匠を追求している。
2000年、伊勢崎市内で作品
展「伊勢崎絣・織物職人」を
開催、この時の来場者が一人目の生徒となり、以降、多くの
生徒への指導を行っている。2005年、伝統的工芸品産業
功労賞受賞。伊勢崎絣を継承する存在として、メディアに多
数取り上げられている。

◆ ギャラリートーク　　　講師：齋藤 定夫
展示会場にて、作品や伊勢崎絣について解説します。
日程：12月18日（土）、１月30日（日）
時間：11:00 ～ 11:30、13:30 ～ 14:00
申込：不要

◆ 伊勢崎絣　手織り実演会　　　講師：齋藤 定夫
引き綱の高機(バッタン)での手織り工程を実演します。
日 時：１月10日（月・祝）　11:00 ～ 11:30、13:30 ～ 14:00
申込：不要

◆ 伊勢崎絣　糸染め実演会　　　講師：齋藤 定夫
「括り絣」の糸染めの工程を実演します。
日 時：１月15日（土）　11:00 ～ 11:30、13:30 ～ 14:00
申込：不要

◆ ワークショップ「たて絣模様の機織り体験」　　　講師：齋藤 定夫
特別展で展示している引き綱の高機（バッタン）を使って、
幅38×長さ50ｃｍ程度の布地を織ります。
日 程：１月22日（土）、23日（日）
時間：午前の回10:00 ～ 12:00
　　　午後の回13:30 ～ 15:30
対象：小学校４年生以上の方
参加費：1200円
　　　　（高校生以上の方は観覧料もかかります）
定員：各回２名
申込：電話予約（12月22日（水）9:30より受付開始、先着順）
　　　Tel:027-360-6300
※作品は後日郵送となります。   ※動きやすい服装でお越しください。

◆ 無料体験「ハギレで作る小花のブローチ」　　　講師：当館職員
伊勢崎銘仙などの着物のハギレを使って、小さな花のブローチを作ります。
日 程：１月８日（土）、16日（日）
時間： ①10:00 ～ 10:30　②11:00 ～ 11:30
　　　③13:30 ～ 14:00　④14:30 ～ 15:00
対象：針を使った簡単な手縫いの作業ができる方
　　　※裁縫道具は当館で用意します
　　　（小学校４年生以下の方は保護者の同伴が必要）
定員：各回５名
申込：当日会場にて各回30分前より受付、先着順

◆ お年玉福引き
日 時：１月３日（月）　9:30 ～ 17:00
当日、観覧者を対象にくじ引きを行い、齋藤定夫さんの手織りストールや、
群馬県内の工芸作家による工芸品、絹製品や絹の里オリジナルグッズなどを
その場でプレゼントします。

関連行事
※参加費について、特に表記のないものは無料ですが、高校生以上の方は観覧料がかかります。
※会場は全て日本絹の里です。
※新型コロナウイルス感染症の発生状況により、変更になる場合がございます。
　直前にホームページ等でご確認いただきますようお願い致します。
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括り絣着物「古代回想」
（部分） 

括り絣着物「朝の輝き」
（部分） 
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　群馬県伊勢崎市は、世界遺産「田島弥平旧宅」に代表され
るように、養蚕地帯として栄えた歴史がある。江戸時代には定
期的に市が立ち、絹織物や生糸などが盛んに取引された。元々
は農家が自家用として生産していた太織の産地で、明治以降、
染色や織りの技術が進歩し、様 な々技法が考案され、繊細か
つ洗練された絣模様を生み出すようになった。「伊勢崎絣」、「伊
勢崎銘仙」の名で明治から昭和にかけて一世を風靡し、1975
年には「伊勢崎絣」が通商産業大臣（現・経済産業大臣）から
「伝統的工芸品」の指定を受けている。

伊勢崎の絣織物
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